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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成22年8月19日(2010.8.19)

【公開番号】特開2009-64725(P2009-64725A)
【公開日】平成21年3月26日(2009.3.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-012
【出願番号】特願2007-233034(P2007-233034)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｊ  61/20     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ  61/88     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｊ  61/20    　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｊ  61/88    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成22年7月7日(2010.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紫外線透過特性を有する管状の気密容器内に封入した希ガス内に放電して３００～３３
０ｎｍの波長で発光するメタルハライドランプにおいて、
　水銀およびヨウ化タリウムそれに少なくともヨウ化水銀、インジウム、マンガン、ビス
マス、コバルト、亜鉛、のうちいずれかが前記気密容器内に封入され、
　前記水銀と前記ヨウ化水銀を除く前記金属の前記封入量ＭがＭ≧０．０１ｍｇ／ｃｃで
ある
ことを特徴とするメタルハライドランプ。
【請求項２】
　前記気密容器は、
　内径ＤがＤ≦３０ｍｍであって単位長さ当たりの入力が６０Ｗ／ｃｍ以上であり安定点
灯時の電位傾度Ｄが９Ｖ／ｃｍ＜Ｄ＜３０Ｖ／ｃｍであること
を特徴とする請求項１記載のメタルハライドランプ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明に係るメタルハライドランプは、紫外線透過特性を有する管状の気密容器内に封
入した希ガス内に放電して３００～３３０ｎｍの波長で発光するメタルハライドランプに
おいて、水銀およびヨウ化タリウムそれに少なくともヨウ化水銀、インジウム、マンガン
、ビスマス、コバルト、亜鉛、のうちいずれかが前記気密容器内に封入され、前記水銀と
前記ヨウ化水銀を除く前記金属の前記封入量ＭがＭ≧０．０１ｍｇ／ｃｃである。
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